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はじめに  

21世紀は「人権の世紀」と言われています。この言葉には、二度にわたる大きな

戦争などによって多くの尊い生命が奪われ、人々が差別や貧困などに苦しんできた

20世紀の経験から、21世紀は真に平和と人権が守られる世紀であってほしいという

人々の熱い願いが込められています。  

1948年の国際連合総会において採択された「世界人権宣言」の第１条では、「す

べての人間は、生まれながらにして自由であり、かつ、尊厳と権利とについて平等

である。人間は、理性と良心とを授けられており、互いに同胞の精神をもって行動

しなければならない」と、人権尊重思想を高らかに謳いあげています。  

今日、人権に関わる課題はますます多様化、複雑化してきており、その解決を図

るためには、一人ひとりが自らの課題としてとらえ、あらゆる場における教育及び

啓発により、人権尊重の精神を根付かせていくことが大切です。  

能勢町においては、平成24（2012）年３月に第５次能勢町総合計画を策定し、「能

勢で生き、能勢で暮らし続ける住民」のための計画であるという原点を再確認し、

直面する課題に対応しながら、一人ひとりの幸せな暮らしを実現するために、「持

続可能」なまちづくりのあり方の指針を定めるとともに、本町の将来像として、町

民一人ひとりの人権を尊重したまちづくりの実現をめざし、これまでの取組の成果

や現在の人権を巡る社会状況を踏まえ、人権施策をより総合的、効果的に推進する

ため、「能勢町人権施策推進計画」を策定いたしました。  

この人権尊重のまちづくりは、行政の不断の努力はもちろんのこと、能勢町に住

む一人ひとりが人権を尊重することの大切さを理解し、行動することによって初め

て成し遂げられるものであります。  

今後、この計画を中心に、町民の皆様と共に、日々の暮らしのなかに人権を大切

にし、尊重し合う習慣が根付いた「人権擁護の町」の実現をめざして、全力で取り

組んで参りますので、皆様の一層のご理解、ご協力をお願い申し上げます。  

最後になりましたが、この推進計画策定にあたりご尽力いただきました「能勢町

人権擁護審議会」の委員の皆様をはじめ、計画策定にご尽力いただきました関係者

の皆様に対し、心からお礼申し上げます。  

 

平成28（2016）年3月  

 

能勢町長 山口 禎  
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